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■
物
価
上
昇
が
止
ま
り
ま
せ
ん
。
い
つ
ま
で

ど
こ
ま
で
上
が
り
続
け
る
の
か
不
安
で
す
。

　
　

大
下　

香
織
さ
ん
（
東
大
阪
市
職
労
）

■
熊
本
で
地
震
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
ち
ら
も

南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
切
迫
性
が
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

少
し
で
も
被
害
を
軽
減
で
き
る
よ
う
に
備

え
た
い
で
す
。

　
　

谷
越　

隆
志
さ
ん
（
堺
市
職
労
）

■
連
日
の
酷
暑
に
せ
っ
か
く
の
い
い
お
天
気

で
も
、
外
に
出
る
勇
気
が
出
な
い
。

　

遊
び
に
行
き
た
い
と
こ
ろ
は
た
く
さ
ん
あ

る
の
に
、
一
年
を
通
し
て
い
い
季
節
の
春
と

秋
が
無
く
な
り
つ
つ
あ
っ
て
悲
し
い
で
す

…
。

　
　

矢
田　

理
惠
さ
ん
（
堺
市
職
労
）

■
天
気
予
報
で
、
今
日
の
最
高
気
温
は
33
度

と
聞
く
と
、
そ
こ
ま
で
暑
く
な
い
や
ん
っ
て

思
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
酷
暑
日
が
来
な
い
こ

と
を
願
い
ま
す
。

　
　

瀬
戸　

真
弓
さ
ん
（
貝
塚
市
職
労
）

■
花
火
大
会
に
行
く
と
、
ド
ロ
ー
ン
シ
ョ
ー

も
し
て
い
ま
し
た
。

　

ど
ち
ら
も
綺
麗
で
し
た
。

　
　

久
保　

侑
平
さ
ん
（
岸
和
田
市
職
労
）

■
今
年
は
セ
ミ
の
羽
化
を
何
度
も
観
察
し
ま

し
た
。
初
め
て
じ
っ
く
り
見
ま
し
た
が
、
神

秘
的
で
し
た
。

　
　

中
村
ま
ど
か
さ
ん
（
寝
屋
川
市
職
労
）

（解き方）二重ワクの５文字を並べかえてでき
る言葉を答えてください。

出題者：山本汎昭さん

ヒント：五穀豊穣を感謝

ヨ
コ
の
カ
ギ

❶
逃
げ
道
。
○
○
○
を
断
つ

❹
王
を
主
権
者
と
す
る
国

❽
屑
を
入
れ
る
か
ご
・
箱

10
○
○
○
相
愛

11
ネ
ッ
ト
。
法
の
○
○
を
く
ぐ
る

12
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
の
Ｂ
は
○
○
セ
ク
シ
ュ

ア
ル

14
単
独
の
意
。
○
○
ホ
ー
ム
ラ
ン

15
み
ち
し
お
。
干
潮
の
対

17
徳
川
家
が
征
夷
大
将
軍
と
し
て
日
本

を
治
め
た
時
代

19
紙
幣
。
千
円
○
○

20
二
の
○
○
を
演
じ
る

21
フ
ラ
ン
ス
語
で
１
。
○
○
、
ド
ゥ
、

ト
ロ
ワ

22
去
年
と
来
年
の
間
の
年

24
ゆ
ず
り
わ
た
す
こ
と

26
実
際
と
か
け
離
れ
た
無
益
な
議
論
。

机
上
の
○
○
○
○

27
島
を
離
れ
る
こ
と

タ
テ
の
カ
ギ

❶
干
し
た
大
根
を
ぬ
か
漬
け
し
た
漬
物

❷
旋
律
が
○
○
○
の
よ
う
に
湧
き
出
る

❸
溶
液
を
こ
し
て
混
じ
り
物
を
除
く
こ

と
❺
○
○
も
方
便

❻
建
築
物
が
高
い
こ
と
。
○
○
○
○
ビ

ル
❼
日
本
最
大
の
○
○
○
湿
原

❾
碁
盤
の
目
の
よ
う
な
模
様
の
織
物
の

縞
13
重
大
な
事
態
。
お
家
の
○
○
○
○
○

15
♪
蛍
の
光
、
○
○
の
雪
…

16
ウ
ー
イ
、
○
○
が
回
っ
た
わ
い

17
冬
を
越
す
こ
と
。
○
○
○
○
隊

18
男
女
雇
用
機
会
○
○
○
○
法

19
外
国
と
の
通
商
・
交
易
を
禁
ず
る
こ

と
。
開
国
の
対

21
「
流
行
遅
れ
」
は
英
語
で
○
○
○
・

オ
ブ
・
デ
ー
ト

23
光
の
三
原
色
を
全
て
混
ぜ
る
と
こ
の

色
に

25
不
仲
だ
っ
た
二
人
が
○
○
を
戻
し
た

応
募
の
方
法

　
「
解
答
」「
所
属
組
合
名
」「
職
場
名
」

「
氏
名
」「
住
所
」を
書
い
て
、
メ
ー
ル
か

は
が
き
で
送
っ
て
く
だ
さ
い
。
紙
面
の

感
想
、
職
場
の
で
き
ご
と
や
近
況
な
ど

を
一
言
書
き
添
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
う

れ
し
い
で
す
。
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選

で
５
人
に
図
書
カ
ー
ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

　

な
お
、
送
っ
て
い
た
だ
い
た
一
言
は

「
仲
間
の
声
」
と
し
て
紙
面
に
掲
載
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

送
付
先

〒
５
３
０-

０
０
４
１
大
阪
市
北
区
天

神
橋
一
丁
目
13
番
15
号　

大
阪
グ
リ
ー

ン
会
館
４
階　

大
阪
自
治
労
連
「
お
お

さ
か
自
治
体
の
仲
間
」
編
集
部

n
akam

a@
osaka-jich

iroren
.jp

応
募
の
締
め
切
り
／
10
月
31
日

正
解
と
当
選
者
の
発
表
／
２
０
２
６
年

11
月
号
の
紙
面
に
掲
載

６
月
号
ク
イ
ズ
の
正
解
と
当
選
者

　

２
０
２
６
年
６
月
号
「
ク
ロ
ス
ワ
ー

ド
パ
ズ
ル
」
の
正
解
は
「
コ
ク
シ
ョ

ビ
」
で
し
た
。
各
職
場
か
ら
は
が
き
５

通
、
メ
ー
ル
38
通
合
計
43
人
か
ら
解
答

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
抽
選
で
次
の
５

人
の
み
な
さ
ん
に
図
書
カ
ー
ド
を
贈
呈

し
ま
す
。（
敬
称
略
）

▼
矢
田　

理
惠
（
堺
市
職
労
）

▼
溝
原　

一
葉
（
貝
塚
市
職
労
）

▼
山
崎　

健
吾
（
守
口
市
職
労
）

▼
宮
嶋　

自
由
（
茨
木
市
職
労
）

▼
村
田　

尚
美
（
吹
田
市
職
労
）

「
子
ど
も
た
ち
も
一
緒
に
楽
し
め
る
フ
リ

マ
を
や
り
た
い
」
と
定
期
大
会
で
話
し
た

こ
と
が
実
現
で
き
て
、
大
満
足
！　

想
像

以
上
の
素
敵
な
イ
ベ
ン
ト
で
し
た
！

　８月８日、大阪府職労結成80周年を記念して「ふら
っとフェス」が開催されました。多くの組合員や家族
連れが訪れ、約300人の参加で大盛況となりました。
　巨大ダンボール迷路やブロック遊び、お絵かきコー
ナーなど、子どもたちが自由に遊べるコーナーがたく
さん。ボウリング、コイン落とし、輪投げが無料でで
きる「縁日コーナー」は、笑顔と歓声があふれまし
た。サッカーや紙ひこうきなど、親子で楽しめる「に
ぎやかチャレンジコーナー」、リラックスヨガ体験も。

また、親子で出店できるフリーマーケット、ランチボ
ックス、焼き菓子や飲み物、南河内産の野菜や果物な
どの出店・販売も行われました。ランチボックスや焼
き菓子、飲み物は組合員なら無料で楽しめ、カフェコ
ーナーでは家族や仲間と交流する姿が見られました。
学校がしんどい子を持つ親の交流会「ゆるカフェ」も
開催され、悩みや思いを語り合う場となりました。
　80周年の節目に、組合員の「やりたい」を形にした
催しは、多くの参加者から「来年も開催してほしい」
という声が寄せられる、楽しい時間を共有する機会と
なりました。

大阪府職労80周年「ふらっとフェス」

ふらっときてフラットにつながる
子どももおとなも笑顔に　　　　

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

８ ９ 10

11 12 13 14

15 16

17 18

19 20 21

22 23 24 25

26 27

カソカ タイクツ
ツマサキ ドウイ
トツ ユキ テン
ウ コウジエン
マンシヨン ス

ソツ ヨウ コマ
アシカ ユウタイ
クロオビ マイル

６月号の解答
「コクショビ」

　自治労連の火災共済には、基本契約に風水害
等への給付と地震等への見舞金が含まれてい
ますが、さらに「風水害特約（地震等見舞金
付）」を追加することで風水害や地震の際に上
乗せしてお支払いします。
　新規契約はもちろん、すでに基本型に加入中
の方も追加加入できます。
　掛金は、木造等５円、耐火構造2.5円で建物、
家財それぞれ最大100口限度です。
　「家財特約」加入でこれまで対象外だった家
財の保障も付帯できます。

風水害特約（地震等見舞金付）で

風水害等 地震等

基 本 型 最大300万円 最大300万円

建物特約 最大300万円 最大100万円

家財特約 最大300万円 最大100万円

合　　計 最大900万円 最大500万円

※いずれも全壊・全流失時の最大支払い額

風水害や

地震にも

備えておこ
う

＊ 加入、支払いには要件があります。火災共済パン
フレットと併せてご覧ください。

　詳細は所属の組合まで。

災害へのさらなる備えを！災害へのさらなる備えを！


